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NPO 法人ウォールアートプロジェクト（代表：おおくにあきこ、以下 WAP）と貝印株式会社（本社：東

京都千代田区、代表取締役社長 遠藤宏治、以下 貝印）は、2013年 2月 16日（土）～18日（月）にインド マ

ハラーシュトラ州で開催された、インドの子ども達を支援することを目的とした国際的芸術祭「ウォールアー

トフェスティバル（以下 WAF）2013」の活動報告会を、貝印のカイハウスにて 5月 17日（土）に開催いた

しました。 

 

WAF は、インド農村部にある学校の校舎の壁をキャンバスに、日本とインドのアーティストが 10～20 日

間滞在し、現地の子どもたち、村人たちと交流を通じてアートを作り上げる芸術祭です。 

子どもたちが、学校で教育を受ける機会が十分に得られない、あるいは、格差社会の中で大人たちが教育にあ

まり関心を持つことができないなど、教育の問題点を抱える地域に出向き、村人と力を合わせて芸術祭を開催。

アートを通じて少しでも学校に興味を持ち、学び始めるきっかけを作りたいと、継続して開催しております。 

初開催の 2010 年には、インド北東部のビハール州スジャータ村の「ニランジャナスクール」にて、3 日間で

4000 人の来場者を集めました。以降 2011年、2012年と継続する中で、子どもたちにアートの力を伝えると

同時に、学校の入学希望者が増加。周辺の教育熱を高める結果に結びつきました。 

第 4回となる 2013 年は、会場をインド西部のマハラーシュトラ州ガンジャード村「ジーワンシクサンスク

ール」に移し、2月 16 日〜18 日（月）の 3日間開催しました。アーティストたちとともに芸術祭を開催した

生徒たちの中には、「先生や友達と全然口をきかなかった子が話すようになった」「授業に積極的に参加するよ

うになった」など、学校に対する価値観が目に見えて変化したことが報告されています。 

 この活動を、日本でも多くの方に知っていただくために、協賛企業である貝印との共同開催で 5月 17日（金）、

貝印カイハウスにて報告会「小さな村の大きな芸術祭」を実施いたしました。 

 

 

 

インドの子どもたちの学びへの意識向上を「アートの力」で支援 

学校の壁面がキャンバスになる国際芸術祭「ウォールアートフェスティバル」 

2013 年度の活動報告会を開催 
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当日は、プレス関係者や支援者を含む約 50 名がカイハウスに来場いたしました。まずは、本場の味を再現

したインドのカレー（昼の部）ミルクティー「チャイ」や手作りクッキー（夜の部）が振る舞われました。 

また、2013年度の WAFに参加した画家の大小島真木（おおこじままき）は、インドで描いた壁画のモチー

フの一部である「翼を持つ子ども」を、公開制作で再現。公開前から時間をかけて描いたアクリル絵の具によ

る制作の仕上げ風景に、来場者は「プロの方がこんな大きな絵を仕上げるところなどなかなか見られない」と

見入る方が多くいらっしゃいました。同じく今回参加した未来美術家の遠藤一郎さんはインドで制作した「GO 

FOR FUTURE」のメッセージが添えられた大きな旗を持ち込みました。来場者にメッセージを書いてもらい、

インドに持っていき、さらに現地の人たちにもメッセージを書いてもらうことで日本とインド合作の作品を作

るためです。報告会が始まる前から、多くの来場者が各アーティストの作品に触れ、今回の参加アーティスト

たちの思いを各々感じ取っていました。 

 

2013 年度は、会場をインド西部のマハラーシュトラ州ガンジャード村「ジーワンシクサン

スクール」に移し開催。 

2010 年から 3年間開催してきたインド北東部、ビハール州の会場を、2013年はインド西部のマハラー

シュトラ州ガンジャード村「ジーワンシクサンスクール」に移しました。これについて、報告会に参加

した WAPの代表であるおおくにあきこさんは「芸術祭を開催すると言っても、当初、村人たちは何が始

まるのかわからず、とまどいぎみにスタートしたが、いったん開催してみたら、すぐに納得して、自分

たちが村の教育整備に貢献できることに喜びを感じてくれた。さらに、回を重ねるごとに、またこの時

期が来たと楽しみにしてもらえるようになった。現地での参加者も増え、我々が伝えたい事が浸透した

と感じたので、今後は村人たちが自主的に開催して欲しいとの思いを込めて、あえて会場を移すことに

した」と語りました。また「将来的には、2、3年ごとに会場を移し、各地の農村部で助け合いながら芸

術祭を開催。開催地の点と点を線で結び、お互いの地域にエールを送るような大きな流れを作っていき

たい」との思いも来場者に伝えていました。 

 

  アートは、自分と相手との教えあいがぶつかった中に、新しいものが生まれる可能性を秘

めている。 

   2011年から参加している未来美術家の遠藤一郎（えんどういちろう）さんは、「参加して思うのは、

現地の方との対話やコミュニケーションが大切だということ。文化が違う人同士、価値観が違う人同士

が、お互いに教えあい、ぶつかったところに新しいものが生まれる可能性がある。だからこそ現地の人

と一緒に作り上げる WAFは面白いし、子どもたちに学ぶ楽しさを伝えられるのでは」と語りました。 

 

  2014年開催に向けて早くも始動！2013 年 10月に国内の栃木県さくら市にて開催 

   2013年度の活動が終了し、早くも 2014 年度に向けて活動が始まっています。2014年度は 2月 15日

（土）～17日（月）の 3 日間を予定しており、本年度参加した未来美術家の遠藤一郎さん、現地で自然

光ダンサーとして子ども達と共にミュージカルを作り上げた高須賀千江子（たかすかちえこ）さんをは

じめ、水川千春（みずかわちはる）さんが、アーティストとして新たに加わることになりました。 

  また、日本で初めての本格的な WAFが、2013年 10月 26日（土）、27日（日）に、栃木県さくら市で

開催予定です。さくら市は、インドに渡り、タゴールに絵を習った荒井寛方の郷里でもあり、地元と一丸

となっての取り組みがスタートしています。 

    

  3331 アーツ千代田にて、報告会開催決定！ 

   来る 6月 14日（金）19:00〜、3331アーツ千代田での報告会開催が決まりました。詳細はオフィシャ

ルウエブサイトにて。 
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＜ウォールアートフェスティバル 2013 報告会概要＞ 

 

【開催日時】 2013 年 5月 17日（金）17：30～20：00 

【開催場所】 貝印本社 1F カイハウス（東京都千代田区岩本町 3-9-5） 

【開催目的】 WAFを、多くの方々に知っていただき協力者を募る事で、本活動の規模拡大におけるインド

の子ども達、保護者の学びへの意識向上。 

【開 催 社】  NPO 法人ウォールアートプロジェクト／貝印株式会社 

【出 席 者】  ウォールアートプロジェクト おおくにあきこ、浜尾和徳 

       アーティスト 遠藤一郎さん、大小島真木さん、大須賀千江子さん、水川千春さん 

【進行概要】 開場 

ガウル・ギル写真展 

アーティスト・大小島真木さんのライブペイント 

       WAPならびに WAFの活動経緯紹介 

   WAF 現地映像上映 

   アーティスト同士のトークセッション 

   高須賀千江子さんのダンス 

 

＜ウォールアートフェスティバルについて＞ 

 

WAF 概要 

国際的芸術祭ウォールアートフェスティバルは、インドの子どもたちにアート 

の力を通じて、学ぶことへの意識向上や興味を持ってもらう事を目的とし、 

インドの農村部の学校を舞台に、2010 年から毎年開催しています。 

2013 年 2 月に 4回目を無事に終え、2014 年 2月に 5回目を開催する 

予定で準備を進めております。 

日本とインドのアーティストが 10〜20 日間村に滞在し、教室内部や廊下の 

壁をキャンバスに、壁画などのアート作品を制作。完成した作品をフェステ 

ィバルの 3日間、入場料無料で一般公開しています。 

毎回、日本から 30〜50 人のボランティアが渡印。3000 人〜5000 人の来場者を記録しています。学校での開催の 

ため、基本的に 1年未満で壁は白く戻し、次の開催を待つという循環もこの芸術祭の特徴です。 

 

インドの子どもたちの実状 

インドでは、識字率が 50％以下と言う地域もあり、学校で教育を受けることが当たり前ではありません。子ども達は農作

業の手伝いや、都市部での親の出稼ぎに連れて行かれるなど、教育の機会は保障されていないのが実状です。 

 

WAF の目的 

このような状況にあるインドの子どもたちや、それを当たり前の様に考える 

保護者に、「学校でこんなに楽しそうなことが起こっている」ということを示し 

学校や教育に意識を向け、考えるきっかけを作ってもらう事を目的として 

います。そして、学ぶことの楽しさ、意義を感じてほしいと願っています。 
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WAF 開催歴 
●ウォールアートフェスティバル 2010 

「ウォールアートフェスティバル イン ニランジャナスクール2010」 

日時  ：2010年2月20、21、22日 

場所  ：インド、ビハール州スジャータ村「ニランジャナスクール」 

参加アーティスト ：日本／淺井裕介 インド／スリージャタ・ロイ 

参加ボランティア ：日本から20 名、インドから30 名 

来場者数 ：3日間で4000人 

助成  ：国際交流流基金 

協賛  ：貝印株式会社、パルレシフォンインターナショナル、ブルーベア 

 

●ウォールアートフェスティバル2011 

「ウォールアートフェスティバル イン ニランジャナスクール 2011」 

日時  ：2011年2月19、20、21日 

場所  ：インド、ビハール州スジャータ村「ニランジャナスクール」 

参加アーティスト ：日本／淺井裕介、遠藤⼀郎 インド／N.S.ハルシャ、ラジ・クマル・パスワン（ミティラー画家) 

参加ボランティア ：日本から50名、インドから100名 

来場者数 ：3日間で5000人 

共催  ：国際交流基金 

助成  ：朝日新聞⽂文化財団、双日国際交流財団 

協賛  ：貝印株式会社、パルレシフォンインターナショナル、イーバカフェ、B＆B サプナ、 

インドレストランShama、ブルーベア 

協力  ：クレサンジャパン 

 

●ウォールアートフェスティバル in FUKUSHIMA 2011 

日時  ：2011年 5 月 28、29日 

場所  ：福島県郡山市の避難所「ビッグパレットふくしま」 

参加アーティスト :淺井裕介、遠藤一郎、高須賀千江子（コンテンポラリーダンス）、信長（シンガーソングライター） 

参加ボランティア ：日本各地から11 名 

対象  ：避難所で生活する 1000人以上の人々 

協力  ：日東電工 

 

●ウォールアートフェスティバル 2012 

「ウォールアートフェスティバル イン ニランジャナスクール2012」 

日時  :2012 年 2 月 18、19、20日 

場所  :インド、ビハール州スジャータ村「ニランジャナスクール」 

参加アーティスト :日本／淺井裕介、遠藤一郎 インド／A.バラスブラマニアム、ラジェーシュ・チャイテャ・バンガード

（ワルリ画家) 

参加ボランティア ：日本から 53 名、インドから 55名 

来場者数  ：3 日間で3200 人 

共催  ：国際交流基金（インド） 

助成  ：今井記念海外協力基金、東芝国際交流財団、双日国際交流財団 

協賛  ：貝印株式会社、アイランドジャパン、アラタニウラノ、パルレシフォンインターナショナル、イー 

バカフェ、B＆B サプナ、ブルーベア 

協力  ：日東電工 
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●ウォールアートフェスティバル 2013 

「ウォールアートフェスティバル ジーワン・シクサン・スクール2013」 

日時  :2013 年 2 月 16、17、18日 

場所  :インド、マハラーシュトラ州 タネー ガンジャード村「ジーワン・シクサン・スクール」 

参加アーティスト :日本／遠藤一郎、鈴木ヒラク、大小島真木、高須賀千江子   

インド／ラジェーシュ・チャイテャ・バンガード（ワルリ画家)、B.M．カマート、ガウリ・ギル 

来場者数  ：3 日間で5100 人 

共催  ：国際交流基金（インド） 

助成  ：ポーラ美術振興財団、今井記念海外協力基金、東芝国際交流財団、双日国際交流財団 

協賛  ：貝印株式会社、i:ba café＆restaurant、Blue Bear Inc．、miwa-coya、アイランドジャパン、 

オフィスキタダ 

協力  ：日東電工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ウォールアートフェスティバルに関するお問い合わせ＞ 

NPO 法人 ウォールアートプロジェクト 

MAIL：info@wafes.net 

http://wafes.net/ 

 

＜リリースに関するお問い合わせ先＞ 

貝印 ＰＲ事務局 （株式会社サニーサイドアップ内） 担当：武内／三沢 

TEL：03-6894-3200 ／FAX：03-5413-3050／MAIL：kai-group@ssu.co.jp 

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-23-5 JPR 千駄ヶ谷ビル 8F 
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＜参加日本人アーティスト＞ 

 

遠藤一郎 http://www.goforfuture.com/ 

1979 年、静岡県生まれ。車体に「未来へ」と描かれた「未来 

へ号」を運転する。行く先々の人々に描いてもらった夢を乗せ 

て走り、「未来へ」というメッセージを伝える未来美術家。 

日本各地で、夢を描いてつなげてあげる連凧「未来龍大空凧」 

を展開している。3回目の参加となった WAF2013では、未来 

へ号、約 800 枚からなる「未来龍大空凧」をワルリ風に仕上 

げた。同時に、インスタレーションによって学校をフェスティ 

バルの会場として相応しいように彩った。 

 

          鈴木ヒラク http://www.wordpublic.com/hiraku/ 

1978 年、宮城県生まれ。ドローイングが持つ力を問い続け、その可能性を探求し、

国際的に活躍。現ベルリン在住。紙とインクだけではなく、葉っぱと土、金属、ア

スファルトなど多種多様な素材を用い、ドローイングを続ける。WAF2013 では、

村や町の人々が暮らす自然、人工物、音までも含めた身の回りのものを合計 800m

にもなるロール紙と、教室の壁面に描いた。それらはモノ自身ではなく、彼がイメ

ージするモノが文字になる前のカタチであった。 

 

大小島真木 http://www.mmm.from.tv/mmm/1.htm 

1987年、東京都生まれ。社会を広く見透す独自の視点と、豊かな色彩感覚 

をもって物語世界を表出する力を持つ。彼女の絵は、キャンバスを飛び出て 

壁にまで広がっていくこともあり、想像に限界はない、という彼女を言葉を 

あらわしている。WAF2013で制作した巨大な壁画は、想像の自由さ、自分た 

ちに秘められた可能性を子どもたちに伝えるものだった。 

 

     高須賀 千江子 

神奈川県生まれ。自然光ダンサーとして、屋外など、開かれた場所での即興ダンスを得意

とする。場の空気や背景を取り込んだダンスには定評がある。現在は出雲に在住し、御神

楽を学びながら地域の文化を発信するアートプロジェクトも展開している。 

WAF2013 では、大小島真木と一緒に、仮面のワークショップを開催し、20 人の子どもたち

との「仮面のミュージカル」を演出した。 

 

 

 

 

 

 

参考資料 
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